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９ 外国語 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 

WORLD TREK 

WORLD TREK Workbook 

Target 1200 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く

行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴、話す速

度、声の大きさ

などに注意して

話すことができ

る。 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学

んだことや経験

したことに基づ

き、情報や考え

などについて、

話し合ったり意

見の交換をした

りすることがで

きる。 

コミュ英Ⅰ 

小テスト 

インタビュ

ーテスト 

スピーチ 

 

 

・語句や表現、文法

事項などの知識を

使って、正確な文

を書くことができ

る。 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験したこ

とに基づき、情報

や考えなどについ

て、簡潔に書くこ

とができる。 

 

コミュ英Ⅰ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴、話す速

度、声の大きさな

どに注意して聞

くことができる。 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの概要

をとらえること

ができる。 

 

コミュ英Ⅰ 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

・平易な英語で

書かれた短

めの説明文

を読んで、概

要や要点を

捉えること

ができる。 

。 

・説明や物語な

どを読んで、

情報や考え

などの要点

や詳細をと

らえること

ができる。 

コミュ英Ⅰ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 
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４ 学習の活動  

Lesson 2 

（8 時間） 

ケニアの兄妹や

インドの三兄弟

が、それぞれに

大変な苦労をし

ながら通学する

様子についての

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の通学の様子と 

本文に出てくるケニ 

アやインドの兄弟の 

通学の様子を比較し 

ながら、自分の考え 

を積極的に話す。 

・各セクションを読む前

に、自分の通学について

ワークシートに基づい

て、ペアで伝え合う。 

・ワークシートに書い

た内容をペアで積

極的に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の通学と他国の

通学を比較させなが

ら、最終的に学校は

何をするための場所

であるかを考える。 

・セクションごとに、様々

な通学方法があること

を理解し、ワークシー

トに簡単に要約する。 

・学校は何をする場所

なのか、通学方法の

違いに触れながら

自分の考えをワー

クシートにまとめ

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・命がけで通学してい

る子どもがいるこ

と、自分の夢をかな

えるために学校へ行

っている子どもが世

界には多くいること

を理解する。 

・日本と、他国の生活に

ついて読み、イメージ

を持つとともに、その

内容を理解する。 

・国によって通学方 

法が異なることに 

ついて理解するこ 

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞の使い方を理

解する。 

・動名詞の使い方を理

解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・不定詞の使い方を理

解している。 

・動名詞の使い方を理

解している。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

（8 時間） 

人とのコミュニ

ケーションをす

るうえで、表情

や声など、言語

以外の要素の働

きや重要性につ

いての内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・コミュニケーション

をするうえで、重要

なことは何かを考

え、意見を伝え合う。

その際、言語以外の

要素の働きにも触れ

る。 

・セクションごとの内容

についてワークシート

を用いながら、ペアで

意見や考えを伝え合

う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら、ワークシート

に意見や考えを記

入している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づき、

自分がコミュニケー

ションで大切にする

べきことをまとめ、

発表する。 

・各セクションの内容を

要約、発表する。 

・ペアで、意見交換をす

る。 

・本文の音読を制限時 

間内に読むことが 

できる。 

・意見交換を積極的に 

行っている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

 

「外国語理解の能力」 

・第一印象や相手に気 

持ちを伝えることは 

重要であるというこ 

とを本文から読み取 

り、理解する。 

・円グラフなどを用いて

コミュニケーションで

大切なものは何かを理

解する。 

・つながりを示す語や

フレーズに注意して

文章を読み、論理がど

のように展開してい

るかを把握すること

ができる。 

・学習したことをノー

トに書かせ、取組状況

を評価の判断材料と

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・時制の使い方（動詞

の形を変えること

で、現在・過去・進

行中のことなど）を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る時制（現在、過去、

進行中）を確認する。 

・動詞の形が変われば

時制が変わること

を理解している。 

・定期テストにおい

て、時制の知識が身

に付いているかを

判断する。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

（10 時間） 

サッカー代

表チームの

ユニフォー

ムデザイン

に反映され

た各国の歴

史や文化に

ついての内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・各国のユニフォームか 

ら気づいたこと、わか 

ったことについて意 

見交換を行う。 

・ワークシートを利用し

て、セクションごとに格

好のユニフォームの特

徴についてペアで意見

交換する。 

・ワークシート用いなが 

ら、自分の意見だけでな 

く、ペアや全体で出た意 

見、考えを記入してい 

る。 

・ワークシートを提 

出させ、その内容 

を取組状況の判 

断材料として活 

用する。 

「外国語表現の能力」 

・ユニフォームの役割や

そのエンブレムにつ

いての説明文を読み、

受け身表現を用いな

がら簡潔に説明する

文章を書く。 

・ワークシートを用いて、

セクションごとにユニ

フォームについての受

け身表現を用いながら

簡潔な説明文を書く。 

・ワークシートに、受け身

等を使いながら自分の

意見、考えを記入してい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・ユニフォームにはどの

ような役割があり、意味

があるのかについての

要点を捉える。 

・セクションごとに、各国

のユニフォームを提示

しながら、その特徴につ

いて考え、イメージとと

もに、その内容を理解す

る。 

・ユニフォームからわかる

情報（色、エンブレムな

ど）を捉えることができ

る。 

・定期テストにおい

て、内容理解がで

きているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受け身（be 動詞＋過去

分詞）の使い方を理解

する。 

・本文中で用いられている

受け身の意味や使われ

方を確認する。 

・受け身の使い方を理解し

ている。 

・定期テストにおい

て、受け身の知識

が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson 4 

（10 時間） 

フラミンゴ

はなぜ片足

で 立 つ の

か、アリは

なぜ行列を

つくるのか

など、自然

界 の 「 な

ぜ？」につ

い て の 内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自然界の疑問について

考えようとしている

（本文ではフラミンゴ

がなぜ１本足で立つの

か、アリがなぜ行列を

つくるのか、象の特殊

なコミュニケーション

方法について）。 

・セクションごとにある自

然界の不思議について

わかったことをワーク

シートにメモする。 

・聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、推

測するなどして聞き続

け、ワークシートにメモ

をしている。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことの概要を捉

え、聞き手に分かりやす

く伝え、まとめることが

できる。 

・ワークシートを利用し

て、フラミンゴ、アリ、

象の不思議についてペ

ア・ワークで行う。 

・つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章を

読み、論理がどのように

展開しているかを把握す

ることができる。 

・ワークシート、ノ

ートを提出させ、そ

の取組状況を評価

の判断材料とする。 

「外国語理解の能力」 

・セクションごとの自然

界の疑問を理解できて

いる。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、

気づいたことをワーク

シートにメモする。 

・自然界の不思議につい

ての「なぜ」が理解でき

る。 

 

・定期考査におい

て、自然界の不思

議についての内

容理解ができて

いる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVC「～は・・・にな

る」や SVO「～すること

を・・・する」、SV＋that

～「～ということを・・・

する」の使い方を理解す

る。 

・ワークシートに記入する

際に SVCや SVOなどの

構文を理解する。 

・SVC や SVO、SV＋that

～の構文を理解でき

る。 

・定期考査におい

て、SVC や SVO、

SV＋that～の構

文を理解できる

か判断する。 
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Lesson 5 

（10 時間） 

身体に抱え

た障害を乗

り越えて、目

標を達成し

てきた佐藤

真海さんの

体験談につ

いての内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・真海さんがガン宣告の

どのように乗り越えてき

たのかなどの体験談の経

緯を読み取ろうとしてい

る。 

・セクションごとに、本文

の音声を聞き、概要を捉

え、学習したことをワー

クシートにメモする。 

・ワークシートに訳だけ

でなく、真海さんがガン

宣告を受けてから立ち直

るまでの経緯をまとめて

いる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・真海さんのガン宣告を

受け、立ち直るまでの経

緯等を分詞を用いながら

簡潔に表現することがで

きる。 

・分詞に注意しながら、真

海さんの体験談を読み

取ることができる。 

・つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章を

読み、論理がどのように

展開しているかを把握す

ることができる。 

・ノートを提出さ

せ、その取組状況を

評価の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

分詞と動名詞の違いに注

意しながら本文を読み進

め、真海さんの人生がど

のようなものであるのか

を捉える。 

・セクションごとに、本文

の音声を聞き、事実と筆

者の考えを区別して、ワ

ークシートにメモする。 

・本文で学んだ語句や重

要表現（分詞）を用いな

がら、概要を書いてまと

めることができる。 

・ノートを提出さ

せ、その取組状況・

定期考査を評価の

判断材料とする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・真海さんがガンや片足

手術などの人生を歩む中

で、どのようにしてその

辛く苦しい人生を乗り越

えてきたのかを読み取る

ことができる。 

・本文の内容を聞き取る際

に、自分ならどのように

乗り越えるかなど、自分

の意見や考えも書くこと

ができる。 

・分詞を理解し、ワーク

シートに学習したことを

記入している。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

Lesson 6 

（10 時間） 

色を通して

見えてくる

時代・地域の

文化的な違

いや、色が心

理に与える

効果につい

ての内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・色による連想の普遍性

や地域性・時代性，色が

人の感情に与える影響に

ついて理解しようとして

いる。 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを用

いながら、ペアで意見や考

えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言して

いるまたクラス全体で出

た意見、考えを記入して

いる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の好きな色の特徴

を英語でまとめ，グルー

プ内で好きな色をインタ

ビューし，人気の色につ

いて調べることができ

る。 

・チャートを使って，
色が連想させるものや
色の効果について説明
する。 

・自分の好きな色の特
徴や好きな理由などを
述べる。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、自分の

好きな色やその理由など

を、聞き手に伝わるよう

に話すことができる。 

自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 

・自分の好みの色につい

てなぜそれが好きなのか

理由を考え，色には多様

な連想があることを読み

取ることができる。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、気

づいたことをワークシー

トにメモする。 

・つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章を

読み、論理がどのように

展開しているかを把握す

ることができる。 

学習したことをノ

ートに書かせ提出

し、また定期考査で

も出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の好みの色につい 

てなぜそれが好きなのか 

理由を考え，色には多様 

な連想があることを読み 

取ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークシートにメモを取り

ながら理解する。 

関係代名詞が理解でき 

ている。 

・定期考査におい

て、該当文法項目

を出題する。 
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Lesson 7 

（10 時間） 

ハワイ先住

民の祖先は

どのように

してこの島

へやってき

たのか。その

謎を探求し

ようと、古代

の航海技術

の再生に取

り組む人々

の活動につ

いての内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ホクレア号の誕生やそ 

の功績，そして現代に受 

け継がれている未知への 

挑戦の意義について理解 

しようとしている。 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記入

している。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・イラストを使って本文

の内容を英語で説明する

ことができる。 

・イラストを使って，内野

加奈子さんの体験など

について説明する。 

・ハワイの観光客と観光案

内員になったつもりで

対話をする。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、文化や

文明についての情報や考

えなどを、聞き手に伝わ

るように話すことができ

る。 

自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 

・ハワイに人がどこから

どのように渡って来たの

か，さらにそれに対する

ポリネシア航海協会

（PVS）の見解について

読み取ることができる。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、気

づいたことをワークシー

トにメモする。 

・つながりを示す語やフ 

レーズに注意して文章を 

読み、論理がどのように 

展開しているかを把握す 

ることができる。 

学習したことを 

ノートに書かせ 

提出し、また 

定期考査でも出題 

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形の意味 

や用法を理解している。 

形式主語の用法を理解 

している。過去完了の意 

味や用法を理解してい 

る。 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークシートにメモを取り

ながら理解する。 

・現在完了進行形、形式 

主語、過去完了が理解で 

きている。 

・定期考査におい

て、該当文法項目

を出題する。 

Lesson 8 

（10 時間） 

日本で誕生

し、世界中で

食されてい

るカップラ

ーメンには

どのような

秘密がある

のか、その工

夫の数々や

誕生にまつ

わるエピソ

ードについ

ての内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・カップラーメンの災害

時の有用性やさまざまな

製法上の工夫，また開発

者の思いや開発の経緯に

ついて理解しようとして

いる。 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記入

している。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・イラストを使って本文

の内容を英語で説明する

ことができる。世界の料

理の中で自分の好きなも

の，または食べてみたい

ものについて調べ，説明

することができる。 

・イラストを使って，カッ

プラーメンの特徴につ

いて説明する。 

・世界の料理の中で自分の

好きなもの，または食べ

てみたいものを選び，そ

の食べ物を説明する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、生活必

需品などついての情報や

考えなどを、聞き手に伝

わるように話すことがで

きる。 

自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 

・カップラーメンの利便

性が日常的に重宝するだ

けでなく，災害時の食糧

としていかに役立ってい

るかを読み取ることがで

きる。 

・構造上の特徴やフリー

ズドライ製法の例から，

カップラーメンが多くの

アイデアが込められた日

本発の発明品であること

を読み取ることができ

る。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、気

づいたことをワークシー

トにメモする。 

・つながりを示す語やフ 

レーズに注意して文章を 

読み、論理がどのように 

展開しているかを把握す 

ることができる。 

学習したことを 

ノートに書かせ 

提出し、 

また定期考査でも 

出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
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関係副詞 where の意味 

や用法を理解している。 

S+V(+O)+O(=疑問詞で 

始まる節）の意味や用法 

を理解している。関係副 

詞 when の意味や用法 

を理解している。 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークシートにメモを取り

ながら理解する。 

関係副詞 where、when 

S+V(+O)+O(=疑問詞で 

始まる節）の意味や用法 

を理解している。 

・定期考査におい

て、該当文法項目

を出題する。 

Lesson 9 

（10 時間） 

世界の人々

に親しまれ

ているキャ

ラクター、キ

ューピーを

発明したロ

ーズオニー

ルの生涯に

ついての内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・キューピーの人気の秘

密 

や，作り出された時代の 

歴史的背景，そして創作 

者ローズ・オニールが 

キューピーの物語に込め 

た社会への願いを理解し 

ようとしている。 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記入

している。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の「好きなキャラ

クター」について紹介す

ることができる。 

・チャートを使って，キュ

ーピーの特徴や作者の

Rose O’Neill について

説明する。 

・自分が好きなキャラクタ

ーをクラスに紹介する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、キャラ

クターについての情報や

考えなどを、聞き手に伝

わるように話すことがで

きる。 

自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 

・ローズ・オニールの生 

い立ちと， キューピーが 

どのように誕生したかを 

読み取ることができる。 

ローズが書いた物語やキ 

ューピーを通して彼女が 

訴えようとしたこと，キ 

ューピーに込められた彼 

女の夢を読み取ることが 

できる。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、

気づいたことをワーク

シートにメモする。 

・つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよう

に展開しているかを把

握することができる。 

学習したことをノ

ートに書かせ提出

し、また定期考査で

も出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

分詞構文(現在分詞)の意 

味や用法を理解してる。

S+V+O+C(=現在分 

詞）の意味や用法を理解 

している。仮定法過去の 

意味や用法を理解してい 

る。 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークシートにメモを取り

ながら理解する。 

分詞構文(現在分詞) 

S+V+O+C(=現在分 

詞） 

仮定法過去の意味や用法 

を理解している。 

・定期考査におい

て、該当文法項目

を出題する。 

Lesson 10 

（10 時間） 

南米で発見

された珍奇

な根菜、ジャ

ガイモが、

数々の偏見

を乗り越え

て世界中で

愛される食

べ物になっ

た歴史につ

いての内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ジャガイモがヨーロッパ 

に伝来した経緯やその後 

の受容の経過，また日本 

への伝来について理解し 

ようとしている。 

・セクションごとの内容に

ついてワークシートを

用いながら、ペアで意見

や考えを伝え合う。 

・ワークシートに、自分

の意見を記入し発言し

ているまたクラス全体

で出た意見、考えを記入

している。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

イラストを使って本文の 

内容を英語で説明するこ 

とができる。ベイクドポ 

テトの独自の作り方を発 

表することができる。 

・イラストを使って，ジャ

ガイモが世界に広まっ

た歴史について説明す

る。 

・独自のベイクドポテトの

作り方を考え，クラスで

発表する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、食品や

料理について聞き手に伝

わるように話すことがで

きる。 

自分で作った文や

他の生徒の文をノ

ートに書かせ提出

させる。 

「外国語理解の能力」 

南米でのみ食されていた 

ジャガイモが 1500 年代 

に，スペイン軍の到達を 

機にスペインに持ち込ま 

れたことを読み取ること 

ができる。 

・セクションごとの疑問に

対して、わかったこと、気

づいたことをワークシー

トにメモする。 

・つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよう

に展開しているかを把

握することができる。 

学習したことをノ

ートに書かせ提

出し、また定期考

査でも出題する。 
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「言語や文化についての知識・理解」 

S +V+O+C(=動詞の原 

形）の意味や用法を理解 

している。S+V+C(=過去 

分詞）の意味や用法を理

解している。 

S+V+O+O(=if/whether

節）の意味や用法を理

解している。 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークシートにメモを取り

ながら理解する。 

S +V+O+C(=動詞の原形） 

S+V+C(=過去分詞） 

S+V+O+O(=if/whether 節） 

の意味や用法を理解して 

いる。 

・定期考査におい

て、該当文法項目

を出題する。 

 


